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【緒言】フレイルは、低栄養、筋肉量の減少（サルコペニア）および社会参加への意欲低下などに
よる全身の虚弱な状態を指し、このような予備力の低下した高齢者が容易に寝たきりや死へと移行
することから要介護の前駆状態と捉えられている。フレイルを予防することが要介護への道を遅ら
せ健康寿命の延伸につながると考えられるため、早期発見のためのセルフチェック項目や簡易テス
トが用意されている。さらに、フレイル予防のキーワードとして「オーラル・フレイル（口腔の虚
弱）」が用いられるようになった。これは、フレイルやサルコペニアに至る前段階として「喫食に関
わる口腔の問題」が存在するという考えから、多くの歯が抜け落ち咬合が崩壊した結果、口腔周囲
の筋力低下や唾液分泌量の減少など口腔機能が低下した状態を指している。摂食・咀嚼・嚥下など
の機能低下は低栄養を惹起すると考えられるため、口腔機能の維持は健康寿命にとって重要なキー
ワードといえる。今回、ときわ病院の入院患者を対象に口腔内環境を評価し栄養状態に与える影響
について検討した。【対象と方法】2016年4月～2017年3月における新規入院患者1434人のうち、
同意が得られアセスメントが可能であった 1176 人を対象として、残存歯数などの口腔機能を表す
指標と血清アルブミン値との関連を検討した。【結果と考察】残存歯数などの口腔内環境とアルブミ
ンには相関が認められ、栄養状態との関連性が示唆された。 
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